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☎

　

市
最
大
級
の
市
民
参
加
イ
ベ
ン
ト
「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」。

17
回
目
と
な
る
夢
舞
台
が
３
月
７
、８
の
両
日
、
登
米
祝
祭
劇

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
、
近
代
医
学
の
祖
の
一
人
と

た
た
え
ら
れ
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
本
市
中
田
町

（
旧
桜
場
村
）出
身
の
石
川
桜お
う

所し
ょ

の
物
語
で
す
。
中
田
町
が
公

演
の
題
材
地
と
な
る
の
は
11
年
ぶ
り
。
病
で
亡
く
な
る
人
だ
け

で
な
く
、
最
愛
の
人
を
失
う
家
族
も
救
い
た
い
と
い
う
石
川
桜

所
の
生
涯
が
描
か
れ
ま
し
た
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日
本
代
表
の
千
田
健け

ん

太た

選
手
。
会

場
の
中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
は
、
市
民
ら
約
１
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
を
通
じ

て
学
ん
だ
こ
と
」
と
題
し
て
講
演

し
た
千
田
さ
ん
は
、
震
災
後
、
無

力
感
に
襲
わ
れ
引
退
を
考
え
た

も
の
の
、
周
囲
の
支
え
で
競
技

を
続
け
る
こ
と
を
決
意
し
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
。
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
日
本
団
体
初
の
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
す
る
こ

と
が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
だ
と

思
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

ボランティア研修会を開催

フェンシングの千田さん

　

東
北
大
学
公
共
政
策
大
学
院

（
仙
台
市
）の
宍
戸
邦く
に

久ひ
さ

教
授（
地

方
自
治
論
）と
学
生
が
２
月
17
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
学
生
が
ま
と
め

た
「
登
米
市
に
お
け
る
今
後
の
政

策
展
開
の
あ
り
方
」
の
報
告
書
を

布
施
孝
尚
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
院
の
１
年
生
８
人
が
授

業
の
一
環
で
、
昨
年
７
月
か
ら
本

市
を
対
象
に
現
地
調
査
や
関
係
者

　

市
で
は
、
思
春
期
の
心
と
体
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
と
情
報
を

得
、
共
に
学
ぶ
高
校
生
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
「
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
元
気
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」を
実
施
。迫
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
講
座
に
は
、
市
内
の

高
校
生
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
参
加
者
は
、
宮
城
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
動
し
て

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
実
施
。

登
米
市
の
課
題
と
政
策
展
開
の
方

向
性
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

政
策
提
言
の
柱
は
「
登
米
市
ま

ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
」
や

「
新
高
校
か
ら
広
め
る
地
域
福
祉

促
進
」
な
ど
五
つ
。
提
言
書
を
受

け
取
っ
た
布
施
市
長
は
「
ま
ち
づ

く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

い
る
尚
絅
学
園
大
学（
名
取
市
）

の
学
生
３
人
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
伝
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
か
ら
は
「
人
の
権
利
」

に
つ
い
て
、
市
助
産
師
か
ら
は
、

「
生
と
性
」
に
つ
い
て
話
が
あ
り

ま
し
た
。
講
座
終
了
後
、
参
加
者

一
人
一
人
に
受
講
証
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

東
北
大
大
学
院
生
が
提
言
書

講
座
に
31
人
の
高
校
生
参
加

　

国
土
交
通
省
が
平
成
26
年
度
土

砂
災
害
防
止
月
間
行
事
の
一
環
と

し
て
、
全
国
の
小
中
学
生
を
対
象

に
募
集
し
た
絵
画
・
作
文
で
、
本

市
加
賀
野
小（
中
田
町
）
６
年
の

湖こ
す
い

絃げ
ん

君
の
作
文
が
事
務
次
官
賞

（
優
秀
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

湖
君
は
作
文
で
、
昨
年
８
月
に

広
島
市
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
に

触
れ
、
被
害
者
の
心
情
と
東
日
本

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
農
業
」

を
学
ぶ
場
と
し
て
市
が
開
講
し
た

「
登
米
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
家
育

成
塾
」。
本
年
で
２
年
目
と
な
る

育
成
塾
の
修
了
式
が
２
月
４
日
、

迫
町
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
修
了
生
は
17
人
。
式

に
は
、
修
了
生
を
は
じ
め
市
や
金

融
機
関
、
農
業
関
係
者
ら
約
70
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
修
了
生
を
代

大
震
災
で
自
身
が
体
験
し
た
こ
と

を
重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、
防
災

に
は
日
頃
の
備
え
が
大
切
だ
と
強

調
し
ま
し
た
。

　

土
砂
災
害
防
止
の
絵
画
・
作
文

募
集
に
は
全
国
か
ら
４
３
３
１
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
湖

君
の
作
品
は
、
作
文
部
門
で
最
優

秀
賞
１
点
に
次
ぐ
、
15
点
の
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

表
し
て
８
人
が
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
発
表
。
最
優
秀
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
に
は
、
鉢
花
の
商
品
開

発
の
計
画
を
発
表
し
た
わ
か
ば
園

芸
の
伊
藤
裕ゆ

う

麻ま

さ
ん（
迫
町
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

修
了
生
に
は
、
塾
長
を
務
め
た

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
の

伊
藤
房ふ
さ

雄お

教
授
か
ら
修
了
証
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

加
賀
野
小
・
湖
君
が
優
秀
賞

起
業
家
育
成
塾
１７
人
が
修
了

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
情
報
を

共
有
し
、
課
題
や
今
後
の
方
向
性

を
探
ろ
う
と
２
月
16
日
、
ボ
ラ
ン

 

市
と
市
教
育
委
員
会
、
市
体
育

協
会
で
は
２
月
22
日
、
ス
ポ
ー
ツ

講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。
講
師
は

気
仙
沼
市
出
身
で
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

テ
ィ
ア
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
場
の
中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

や
学
校
教
諭
な
ど
約
１
４
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
柱
は
実
践
発
表
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
。
実
践
発
表
で
は
、

迫
、
米
山
、
南
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
教
諭
が
、
各
学
校
で
の
登
下

校
安
全
確
保
や
図
書
整
理
、
よ
さ

こ
い
衣
装
づ
く
り
な
ど
活
動
の
様

子
を
紹
介
し
ま
し
た
。
研
修
会
後
、

参
加
者
か
ら
は
「
違
う
町
域
の
人

た
ち
と
意
見
交
換
が
で
き
て
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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市
で
は
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し

て
、
敬
老
祝
金
を
９
月
に
対
象
者

へ
支
給
し
て
い
ま
す（
１
０
０
歳

の
人
の
み
誕
生
日
に
支
給
）が
、

平
成
27
年
度
か
ら
支
給
金
額
の
一

部
が
変
わ
り
ま
す

。ま
た
、

敬
老
祝
金
の
支
給
に
併
せ
、
新
た

に
記
念
品
も
贈
呈
し
ま
す
。

　

行
政
区
な
ど
で
敬
老
会
な
ど
を

開
催
し
た
場
合
、実
施
者
に
対
し
、

年
１
回
１
人
当
た
り
２
千
円
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
か

ら
段
階
的
に
対
象
者
の
年
齢
を
引

き
上
げ
ま
す
。

◉▼
こ
れ
ま
で
＝
75
歳
〜

▼
平
成
27
年
度
＝
76
歳
〜

▼
平
成
28
年
度
か
ら
＝
77
歳
〜

◉
　

在
宅
の
歩
行
困
難
な
障
が
い
が

あ
る
人
な
ど
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
が
困
難
な
人
に
、
福
祉
車
両

で
外
出
を
支
援
し
ま
す
。
利
用
料

金
は
１
㌔
あ
た
り
１
０
０
円
で
、

片
道
30
㌔
以
上
は
10
㌔
に
つ
き

１
５
０
円
で
す
。
福
祉
車
両
の
貸

し
出
し
サ
ー
ビ
ス
は
無
料（
燃
料

は
自
己
負
担
）と
な
り
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
や

要
介
護
認
定
な
ど
を
受
け
、
他
人

の
介
助
が
必
要
で
、
単
独
で
タ
ク

シ
ー
や
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
が
困
難
な
人

福
祉
車
両
の
利

用
の
範
囲
は
次
の
通
り
で
す
。
❶

障
が
い
者
な
ど
の
社
会
参
加
活
動

や
各
種
行
事
へ
の
参
加
❷
病
院
へ

の
通
院
、
入
退
院
❸
社
会
福
祉
施

設
へ
の
通
所
、
入
退
所
な
ど

◉
　

軽
易
な
日
常
生
活
を
援
助
し
ま

す
。
利
用
料
金
は
生
活
・
家
事
援

助
は
１
時
間
当
た
り
２
２
５
円
。

そ
の
他
の
生
活
援
助
は
１
時
間
当

た
り
１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
１
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
な
ど
で
、
日
常
生
活
上
の

援
助
が
必
要
な
人
。

※
要
支
援
、
要
介
護
認
定
者
は
、

原
則
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
優
先

し
ま
す
。

❶
生
活
・

家
事
援
助
＝
食
事
・
食
材
の
確
保
、

家
庭
内
の
整
理
・
整
頓
な
ど
❷
そ

の
他
の
生
活
援
助
＝
家
の
周
り
の

手
入
れ
、
軽
易
な
修
繕
な
ど

◉
　

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対

し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

　

在
宅
の
寝
た
き
り
の
高
齢
者
な

ど
、
常
時
紙
お

む
つ
な
ど
を
必

要
と
す
る
人
が

い
る
世
帯
に
、

介
護
用
品
支
給

券
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
こ
の
支
給
月
額
を
一
部

変
更
し
ま
す

。

事
を
提
供
し
ま
す
。
配
食
回
数
は

週
３
回
が
上
限
で
、
利
用
者
の

意
向
を
確
認
の
上
実
施
し
ま
す
。

１
食
当
た
り
の
自
己
負
担
額
は

３
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

❶
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
１
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
調
理
が
困
難
な
人
❷

心
身
の
障
が
い
や
疾
病
な
ど
の
理

由
で
調
理
が
困
難
な
人 

◉
　

在
宅
の
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
や

身
体
障
が
い
者
な
ど
に
対
し
、
緊

急
通
報
装
置
を
設
置
し
ま
す
。
緊

急
通
報
装
置
は
無
料
で
お
貸
し
し

ま
す
。

❶
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
❷
１
人
暮
ら
し
の
身

体
障
が
い
者

☎

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
３
年
ご

と
に
計
画
を
見
直
し
ま
す
。
こ
の

ほ
ど
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
の
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
新
介

護
計
画
で
は
、
超
高
齢
化
社
会
の

到
来
を
見
据
え
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
や
、
円
滑
な
介
護
保
険
制
度

の
運
営
な
ど
を
目
指
し
た
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
改
正
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

❶
　

65
歳
以
上（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
は
、
今
後
３
年
間
で
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
を
賄
え

る
基
準
額
を
基
に
、
所
得
に
応
じ

て
定
め
ら
れ
ま
す
。
今
回
、
所
得

水
準
に
応
じ
、
よ
り
き
め
細
か
に

保
険
料
を
設
定
す
る
観
点
か
ら
、

保
険
料
の
標
準
段
階
を
６
段
階
か

ら
９
段
階
に
見
直
し
て
い
ま
す

。

❷
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規

入
所
は
、
原
則
要
介
護
３
以
上
に

限
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
自
宅

で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難

で
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る

場
合
は
、特
例
と
し
て
要
介
護
１
・

２
で
も
入
所
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

❸

　

介
護
認
定
区
分
が
要
支
援
１
・

２
の
人
の
介
護
サ
ー
ビ
ス（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

は
当
面
の
間
、
現
行
の
ま
ま
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
平
成
29
年
４
月
を
め

ど
に
利
用
方
法
が
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
見
直
さ

れ
る
際
に
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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５
月
11
日（
月
）か
ら
20
日（
水
）

ま
で
の
10
日
間
、全
国
一
斉
に「
春

の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
下
記
の
５
項
目
を
運
動

の
重
点
と
し
て
掲
げ
、
期
間
中
各

地
区
で
の
街
頭
指
導
な
ど
、
関
係

団
体
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
活

動
を
展
開
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
撲
滅
は
、
市
民
誰

も
が
望
む「
願
い
」で
す
。こ
の「
願

い
」
を
か
な
え
る
た
め
「
守
ろ
う

交
通
ル
ー
ル
、
高
め
よ
う
交
通
マ

ナ
ー
」
を
市
民
一
人
一
人
が
心
掛

け
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

1

2

3

4

5

◉

　

４
月
は
、
新
入
学
児
童
が
交
通

事
故
に
遭
う
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

自
転
車
や
車

を
運
転
す
る
皆

さ
ん
は
、
子
ど

も
に
配
慮
し
た

運
転
を
心
掛
け
、
将
来
の
本
市
を

迫
町

佐
沼
字
中
江
１
〜
５
丁
目

平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

　

飲
酒
運
転
は

「
犯
罪
」
で
す
。

本
市
は
県
内
他

市
町
村
と
比
べ

て
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
検
挙

数
・
事
故
件
数
の
割
合
が
高
い
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
や
自
転
車
な
ど
を
運
転

す
る
時
は
、
飲
酒
運
転
が
引
き
起

こ
す
事
故
の
重
大
性
を
十
分
に
認

識
し
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」「
乗

る
な
ら
飲
ま
な
い
」
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

❶
命（
死
亡
事
故
に
直
結
）　

❷
家
族（
家
族
離
散
な
ど
）

❸
仕
事（
会
社
な
ど
は
解
雇
）

❹
社
会
的
信
用（
マ
ス
コ
ミ
で
報

道
な
ど
）

❺
免
許（
免
許
取
り
消
し
な
ど
）　

❻
お
金（
罰
金
や
遺
族
補
償
な
ど
）

市
民
生
活
部
市

民
生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

担
う
子
ど
も
た
ち
の
見
本
に
な
る

よ
う
、
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

☎

　

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼
◉

☎

　　

市
で
は
、
市
内
の
各
商
店
の
売

り
上
げ
向
上
と
、
市
民
の
消
費
購

買
力
を
高
め
て
市
内
経
済
を
活
性

化
す
る
た
め
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
し
、
質
の
高
い
養
育

を
目
指
す
た
め
「
子
育
て
世
帯
応

援
事
業
」
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
事
業
は
、国
の「
地

域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
交
付
金（
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
）」
を
活
用
し
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
で

は
、
１
万
２
千
円
の
商
品
券
１

セ
ッ
ト
を
１
万
円
で
販
売
し
ま

す
。
１
枚
千
円
の
商
品
券
12
枚
つ

づ
り
が
１
セ
ッ
ト
で
、
販
売
数
は

４
万
セ
ッ
ト
で
す
。

　

12
枚
つ
づ
り
の
商
品
券
の
内
訳

は
、
小
規
模
店
舗
専
用
券
４
枚
、

大
型
店
舗
・
小
規
模
店
舗
共
通
券

８
枚
で
す
。
16
歳
以
上
の
市
民
に

限
り
、
１
人
３
セ
ッ
ト
ま
で
購
入

で
き
ま
す（
代
理
購
入
不
可
）。

　

販
売
期
間
は
５
月
24
日（
日
）か

ら
26
日（
火
）ま
で
。
各
総
合
支
所

と
市
内
３
商
工
会
で
販
売
し
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
、
販
売
の
お

知
ら
せ
と
取
扱
店
一
覧
の
チ
ラ
シ

を
作
成
、
行
政
区
長
を
通
じ
て
４

月
下
旬
と
５
月
中
旬
の
２
回
、
各

世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
事
業
の
詳
細
を
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
在
市
で
は
、
出
生
月
の
翌
月

か
ら
満
１
歳
の
誕
生
月
ま
で
の
お

子
さ
ん
が
い
る
世
帯
を
対
象
に
、

子
育
て
用
品
が
購
入
で
き
る
子
育

て
用
品
支
給
券（
月
額
３
千
円
、

年
額
３
万
６
千
円
）を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
子
育
て
世
帯
応
援
事
業

で
は
国
の
制
度
上
、
基
準
日
を
平

成
27
年
３
月
31
日
と
し
て
、
０
歳

児
か
ら
６
歳
児
ま
で
の
就
学
前
児

童
を
養
育
す
る
人
へ
、
児
童
一

人
当
た
り
１
万
５
千
円（
千
円
券

を
15
枚
）の
商
品
券
を
交
付
。
さ

ら
に
は
、
２
人
目
以
降
に
対
し
、

１
万
円
の
商
品
券
を
上
乗
せ
し
て

交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
子
育
て
世
帯
応
援
事
業
で

交
付
さ
れ
た
商
品
券
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
の
取
扱
店
で
使

用
で
き
、
子
育
て
用
品
支
給
券
対

象
品
目
の
ほ
か
、
子
育
て
用
品
以

外
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

商
品
券
の
交
付
申
請
は
、
５
月

25
日（
月
）か
ら
11
月
30
日（
月
）ま

で
各
総
合
支
所
で
手
続
き
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
続

き
な
ど
詳
細
は
、
あ
ら
た
め
て
該

当
す
る
世
帯
へ
通
知
し
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
事
業
の
詳
細

を
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

　

産
業
経
済
部　

商
工
観
光
課

　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

■
子
育
て
世
帯
応
援
事
業

　

福
祉
事
務
所　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

地区 開催日

豊里 4月　2日（木）4月 30日（木） 5月 27日（水）

迫 4月　3日（金）4月 30日（木） 5月 28日（木）

東和 4月　6日（月）5月　1日（金） 5月 29日（金）

米山 4月　7日（火）5月　1日（金） 6月　1日（月）

石越 4月　8日（水）5月　7日（木） 6月　2日（火）

登米（津山） 4月　9日（木）5月　7日（木） 6月　3日（水）

南方 4月10日（金）5月　8日（金） 6月　4日（木）
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▶

▶

☎

♥　

参加してみませんか？

麻
し
ん（
は
し

か
）や
ポ
リ
オ
な
ど
感
染
症
の
中

に
は
、
か
か
る
と
重
症
化
し
場
合

に
よ
っ
て
は
生
命
に
関
わ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
病
気

か
ら
子
ど
も
を
守
る
の
が
予
防
接

種
で
す
。
感
染
症
は
そ
れ
ぞ
れ
の

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
菌
が
作

り
出
す
毒
素
の
力
を
弱
め
て
作
ら

れ
ま
す
。
予
防
接
種
で
感
染
症
の

発
病
や
重
症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

予
防

接
種
に
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
市
町
村
が
実
施
す
る
「
定
期
接

種
」
と
本
人
や
保
護
者
の
希
望
で

受
け
る
「
任
意
接
種
」
が
あ
り
ま

す
。

　
「
定
期
接
種
」
は
Ａ
類
疾
病
と

Ｂ
類
疾
病
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
や

年
齢
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ａ
類
疾
病
の
対
象
者
は
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す（
Ｂ
類
疾
病
は

一
部
自
己
負
担
あ
り
）。

　
「
任
意
接
種
」
の
費
用
は
、
自

己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
感
染
症
、
重
症
化
予
防
の
た

め
、
３
種
類
の
任
意
予
防
接
種
費

用
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
り
、
ま
だ
済
ん
で
い

な
い
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
体
調

の
良
い
と
き
に
早
め
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
小
さ
い
お
子
さ
ん

の
場
合
、
突
然
の
高
熱
な
ど
で
予

定
し
た
時
期
に
接
種
で
き
ず
、
機

会
を
逃
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
早
期
に
免
疫
を
付
け
る
た

め
に
も
、
接
種
時
期
が
来
た
ら
早

め
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

市
民
生
活
部
健

康
推
進
課（
健
康
推
進
係
）

０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

❶
❷

❶❷
❶ ❷
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●
「
行
政
の
透
明
性
」
を
確
立
す

る
た
め
に
も
、「
広
報
」
を
も
っ

と
小
ま
め（
号
外
的
な
モ
ノ
も
含

め
て
）に
発
行
し
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
る
。
ま
た
「
広
報
と
め
」

の
み
が
唯
一
の
情
報
収
集
の
手
段

の
市
民
に
と
っ
て
は
「
月
１
回
」

だ
け
で
は
行
政
情
報
な
ど
の
タ
イ

ム
ラ
グ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

●
月
１
回
で
も
い
い
と
思
う
が
、

読
者
の
意
見
の
ペ
ー
ジ
が
少
な
い

と
思
う
。

●
情
報（
情
報
紙
）が
あ
ふ
れ
て
い

る
今
日
、
は
っ
き
り
言
っ
て
21
日

号
は
、
白
黒
表
紙
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
、
あ

ま
り
興
味
を
持
て
な
い
も
の
だ
っ

た
。
月
１
回
に
な
る
こ
と
は
、
大

変
良
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

●
お
知
ら
せ
情
報
な
ど
を
早
め
に

知
ら
せ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
１
回

で
も
い
い
と
思
う
。
他
の
市
町
村

で
も
月
１
回
の
と
こ
ろ
が
多
い
よ

う
だ
。

●
情
報
を
１
回
に
ま
と
め
る
こ
と

が
可
能
な
ら
、１
回
発
行
に
賛
成
。

管
理
す
る
上
で
も
助
か
る
。
結
構

な
情
報
量
の
「
広
報
と
め
」。
こ

の
情
報
量
は
継
続
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

 

●
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
必
要
性
を
感

じ
な
い
。
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
化
の
弊

害
と
し
て
、
市
民
が
必
要
と
し
て

い
る
情
報
量
が
制
約
さ
れ
る
こ
と

は
本
末
転
倒
で
あ
り
、
絶
対
に
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

●
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
表
紙
の
み

カ
ラ
ー
で
、
中
刷
り
は
２
色
で
十

分
だ
と
思
う
。

●
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
に
し
て
も
経
費

が
同
じ
な
ら
よ
い
。

●
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
に
す
る
こ
と
に

関
し
て
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
カ

ラ
ー
で
な
け
れ
ば
伝
わ
り
に
く
い

写
真
な
ど
も
あ
る
の
で
、
歓
迎
す

る
。
市
が
市
民
に
対
し
て
強
く
伝

え
た
い
箇
所
や
緊
急
性
の
あ
る
箇

所
の
文
字
な
ど
を
変
え
て
、
よ
り

市
民
に
対
し
て
情
報
が
伝
わ
る
よ

う
に
。

●
他
市
町
で
は
既
に
や
っ
て
い
る

の
で
、
遅
い
く
ら
い
だ
。

●
今
時
、
や
っ
ぱ
り
カ
ラ
ー
だ
。

●
特
に
写
真
の
カ
ラ
ー
化
は
よ
い

こ
と
。
こ
れ
ま
で
は
表
紙
と
裏
面

の
み
の
カ
ラ
ー
写
真
が
中
身
ま
で

カ
ラ
ー
に
な
る
の
は
大
歓
迎
。
メ

リ
ハ
リ
が
つ
い
て
、
楽
し
く
読
め

る
広
報
紙
に
な
る
と
思
う
。

●
カ
ラ
ー
に
な
る
の
は
大
賛
成
。

写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
目
を
引
き
、
楽
し
み
に
ペ
ー
ジ

を
め
く
れ
る
と
思
う
。
市
民
の
活

躍
な
ど
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
ほ

し
い
。

●
そ
の
月
の
情
報
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
自
分
に
関
係
有
る
無
し
に
関

わ
ら
ず
、必
ず
目
を
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
登
米
市
の
す
て
き
な
人
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
「
と
き
め
き

人
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
よ
い
。

●
年
配
者
は
パ
ソ
コ
ン
で
市
の
情

報
が
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思

う
の
で
、
な
る
べ
く
読
み
や
す
い

も
の
に
な
れ
ば
と
思
う
。

●
市
民
に
と
っ
て
良
い
広
報
紙
か

ど
う
か
は
見
栄
え
で
は
な
く
内

容
。
良
い
広
報
紙
を
作
れ
る
か
ど

う
か
は
担
当
者
の
考
え
方
と
技
量

次
第
。
適
任
者
を
発
掘
し
、
養
成

す
る
な
ど
の
人
材
育
成
こ
そ
が
重

要
。

●
現
在
の
「
広
報
と
め
」
も
昔
か

ら
見
れ
ば
、と
て
も
良
い
と
思
う
。

携
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
の
ご
苦
労

を
考
え
る
。

●
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
広
報
と

め
」
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
各
町
域
の
出
来
事
は
、
ぜ

ひ
載
せ
て
も
ら
い
た
い
。

●
「
広
報
と
め
」
は
全
国
的
に
も

大
変
レ
ベ
ル
の
高
い
広
報
紙
だ
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
今
後
も
、

よ
り
一
層
市
民
の
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
発
信
し
、
市
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

☎

　

市
で
は
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
」
を
設
置
す
る
皆
さ
ん

に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

▼
市
内
に
住
所
が
あ
る

（
予
定
を
含
む
）個
人
で
、
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
建
物
を
住
宅
と
し

て
使
用
す
る
人
▼
全
て
の
市
税
に

滞
納
が
な
い
人

▼
太
陽
電
池
モ
ジ

ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出
力
１
㌔

ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
万
円（
上
限
額

８
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

▼
申
請
時
に

対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
工
事
に
着
手
し
て
い
な

い
も
の（
建
売
住
宅
の
場
合
は
引

き
渡
し
を
受
け
て
い
な
い
も
の
）

▼
国（
経
済
産
業
省
）の
10
㌔
ワ
ッ

ト
未
満
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
認

定
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
で
、
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
電
力
会
社
に

対
象
シ
ス
テ
ム
の
電
力
需
給
を
開

始
す
る
も
の

市
民
生
活
部

環
境
課（
市
役
所
南
方
庁
舎
２
階
）

に
備
え
付
け
の
申
請
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
添

付
書
類
を
添
え
て
環
境
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
際

に
は
、
必
ず
市
の
補
助
金
交
付
要

綱
お
よ
び
手
引
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
詳
細
な
補
助
要
件
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
注
意
＝
市
の
補
助
金
の
交
付
決

定
前
に
着
工
し
た
場
合（
建
売
住

宅
の
場
合
は
引
き
渡
し
を
受
け
た

場
合
）
は
、
補
助
対
象
外
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
本
年
４
月
１
日

か
ら
４
月
30
日
ま
で
に
対
象
シ
ス

テ
ム
設
置
に
係
る
契
約
を
締
結
し

た
も
の
は
、
市
の
補
助
金
交
付
決

定
前
に
着
工
し
た（
引
き
渡
し
を

受
け
た
）場
合
で
も
対
象
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
１
日（
金
）〜

平
成
28
年
３
月
10
日（
木
）必
着

※
上
記
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
申

請
額
の
総
額
が
市
の
予
算
額
に
達

し
た
場
合
は
、
受
け
付
け
を
終
了

し
ま
す
。

市

民
生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

〒
9
8
7
―
0
4
0
1　

登
米

市
南
方
町
新
高
石
浦
1
3
0

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

http
://w

w
w
.city.tom

e.
m
iyag

i.jp/kankyo/h
26_

taioukou-hojo.htm
l

　

▶
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▶

❶
❷
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▶

▶

▶

❷

▶

▶
☎
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本
年
１
月
22
日
に
開
か
れ
た
県

文
化
財
保
護
審
議
会
は
、
登と

米よ
ま

町

の
旧
登
米
警
察
署
庁
舎（
警
察
資

料
館
）の
敷
地
内
に
あ
る
「
火
の

見
櫓
」
を
、
既
に
県
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
旧
登

米
警
察
署
庁
舎
の
一
部
と
し
て

「
附

つ
け
た
り

指
定
」
と
す
る
よ
う
答
申
。

２
月
13
日
の
県
教
育
委
員
会
定
例

会
で
の
決
定
を
経
て
、
２
月
24
日

付
で
指
定
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
附
指
定
さ
れ
た
「
火
の

見
櫓
」
は
鉄
骨
造
で
、
今
か
ら
89

年
前
の
大
正
15
年
８
月
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
警
察
署
は
昭
和
21
年

ま
で
警
察
行
政
と
消
防
行
政
を
管

轄
し
て
い
て
、
当
時
の
消
防
が
警

察
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
い
た
こ

と
を
現
代
に
伝
え
る
貴
重
な
建
造

物
で
す
。

※
旧
登
米
警
察
署
庁
舎　

附
棟
札

（
昭
和
63
年
８
月
26
日
県
指
定
）

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課（
文
化
振
興
・
文
化
財

保
護
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

市
民
活
動
団
体

と
市
が
協
力
し
、
地
域
の
特
色
を

生
か
す
公
益
的
な
活
動
や
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
効
果
的
に
解

決
す
る
事
業
を
支
援
し
ま
す（
事

業
の
実
施
は
平
成
28
年
度
と
な
り

ま
す
）。

❶
ま
ち
づ
く
り

型
＝
市
内
で
活
動
す
る
団
体
が
行

う
公
益
的
な
事
業
❷
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
型
＝
団
体
と
市
の
役
割
分

担
を
明
確
に
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
て
行
う
事

業

❶
ま
ち
づ
く
り
型

＝
市
民
活
動
団
体（
市
民
活
動
を

継
続
的
に
行
う
任
意
の
団
体
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
）❷
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
型
＝
市
民
活
動
団

体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
行
政
区
、

自
治
会
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
）で
、
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要

件
に
該
当
す
る
団
体
で
す
。

▼
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
る
▼

構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る
▼
運

営
や
組
織
に
関
す
る
規
約
ま
た
は

会
則
を
定
め
て
い
る
▼
政
治
活

動
、
宗
教
活
動
ま
た
は
営
利
を
目

的
と
し
て
い
な
い

❶
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
個
性
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
事
業
❷
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

事
業
❸
地
域
の
課
題
解
決
の
た

め
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と
認
め

る
事
業
❹
そ
の
他
、
市
長
が
必
要

と
認
め
る
事
業

❶
ま

ち
づ
く
り
型
＝
単
年
度
を
原
則
と

し
て
１
０
０
万
円
を
上
限
に
補

助
。
補
助
率
は
10
分
の
９
以
内
。

❷
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
＝
単
年

度
を
原
則
と
し
て
１
０
０
万
円
を

上
限
に
補
助
。
補
助
率
は
10
分
の

10
以
内
。

審
査
会（
11
月
開

催
予
定
）の
審
査
お
よ
び
検
討
を

経
て
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事

業
を
決
定
し
ま
す
。

９
月
25
日（
金
）

企

画
部
市
民
活
動
支
援
課（
市
民
協

働
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

※
申
し
込
み
の
際
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
☎☎
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▲児童たちは、広い田んぼの端から端まで全力で走り、たこを揚げました

▲火災を想定した避難訓練では、煙を吸わないよう低い姿勢で避難

中田

　

米
岡
小
学
校（
菅
原
純じ
ゅ
ん

一い
ち

校
長
）で
は
２
月

26
日
、
町
内
の
田
ん
ぼ
で
た
こ
揚
げ
を
実
施
。

同
小
の
５
・６
年
生
46
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
講
師
の
鈴
木
卯う

一い
ち
さ
ん
と
長

江
誠ま

こ
とさ
ん
の
指
導
の
下
、
文
字
や
絵
を
描
い
て

思
い
思
い
の
た
こ
を
作
り
ま
し
た
。

　

た
こ
作
り
が
終
わ
る
と
、
鈴
木
さ
ん
か
ら
う

ま
く
揚
げ
る
コ
ツ
を
教
わ
り
、
た
こ
揚
げ
に
挑

戦
。
こ
の
日
は
風
が
弱
く
走
り
な
が
ら
で
な
い

と
た
こ
が
揚
が
ら
ず
、
児
童
た
ち
は
広
い
田
ん

ぼ
を
全
力
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
す
ぐ

に
落
ち
て
し
ま
い
う
ま
く
揚
が
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
30
㍍
以
上
高
く
揚
げ
て

い
る
児
童
も
い
ま
し
た
。

　

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
豊
里
支
部
と
市
教
育
委

員
会
豊
里
教
育
事
務
所
で
は
２
月
21
日
、「
そ

り
遊
び
・
ス
キ
ー
教
室
」
を
大
崎
市
鳴
子
の
オ

ニ
コ
ウ
ベ
ス
キ
ー
場
で
実
施
し
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
自

然
体
験
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
交
流
す
る

「
と
き
め
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
ら
36
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
そ
り
遊
び
と
ス
キ
ー
の
班
に
そ

れ
ぞ
れ
分
か
れ
、
ス
キ
ー
班
は
指
導
員
か
ら
一

人
一
人
丁
寧
に
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
仲
良
く
な

り
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
合
う
な
ど
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

▲指導員から丁寧にスキーを教わる児童たち

豊里

米山

　

加
賀
野
小
学
校（
鈴
木
眞ま

喜き

夫お

校
長
）で
は
２

月
３
日
に
防
災
学
習
会
を
開
催
。
同
校
の
１
〜

３
年
生
と
保
護
者
ら
約
１
８
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
防
災
学
習
会
は
、
み
や
ぎ
防
災
教
育
推

進
協
力
校
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

み
や
ぎ
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
戸
田
和か

ず

夫お

氏
を
講
師
に
、
災
害
へ
の
備
え
方

や
対
処
の
仕
方
を
学
習
。
児
童
た
ち
は
、
防
災

リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
る
物
を
話
し
合
っ
た
り
、
火

災
時
の
避
難
方
法
を
学
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
給

食
で
は
乾
パ
ン
を
試
食
。
初
め
て
口
に
す
る
児

童
も
多
く
、
担
任
教
諭
が
語
る
非
常
食
に
関
す

る
話
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

佐
沼
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会（
尾

形
重し
げ

雄お

会
長
）で
は
２
月
22
日
、
佐
沼
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
を
迫
公
民
館
で
開
催
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
７
５
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

お
祭
り
で
は
、
舞
踊
や
ダ
ン
ス
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
工
作
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
迫
支
部
に
よ
る

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
と
カ
フ
ェ
も
実
施
さ

れ
、
大
勢
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
お

昼
に
は
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
公
民
館
の
玄
関

前
で
餠
つ
き
を
披
露
。
出
来
た
て
の
餠
を
来
場

者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
終

始
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

▲ハンドマッサージを体験する来場者

迫

　

３
月
13
日
、
奈
良
大
学
の
横
山
樹い
つ
きさ
ん
が
米

川
小
学
校
を
訪
問
し
、
３
年
生
13
人
と
交
流
し

ま
し
た
。
横
山
さ
ん
が
同
小
を
訪
問
す
る
の
は

今
回
で
３
度
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
黎
明

太
鼓
の
体
験
、
ゲ
ー
ム
や
合
奏
な
ど
で
交
流
す

る「
楽
し
も
う
会
」を
行
い
ま
し
た
。
楽
し
も

う
会
は
児
童
自
ら
内
容
を
計
画
し
、
飾
り
付
け

や
司
会
も
分
担
。「
か
ご
め
か
ご
め
」な
ど
の

ゲ
ー
ム
を
横
山
さ
ん
と
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
練
習

を
積
ん
で
き
た
長
縄
８
の
字
跳
び
や
合
奏
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。
横
山
さ
ん
は「
毎
年
来

て
、
児
童
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
、
卒
業
式
に

も
出
席
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

登と

米よ
ま

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会（
武
藏
寛ひ

ろ

亨ゆ
き

会

長
）で
は
２
月
22
日
、「
登
米
町
９
人
制
総
合

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
を
登と

米よ
ま

総
合
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
地
域
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
技
術
の
向
上

と
普
及
、
愛
好
者
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
開
催
し
て
い
て
、
今
年
で
39
回
目
で
す
。

当
日
は
、
気
の
合
う
仲
間
た
ち
で
組
ん
だ
チ
ー

ム
な
ど
計
４
チ
ー
ム
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

試
合
で
は
、
各
チ
ー
ム
と
も
好
プ
レ
ー
や
珍
プ

レ
ー
を
連
発
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
、「
体
脂
Ｂ
Ｏ
Ｗ
48
」
チ
ー
ム
が
３

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

▲「楽しもう会」で「かごめかごめ」を楽しむ児童と大学生

東和

▲熱戦を繰り広げる選手たち。会場は大いに盛り上がりました

登米
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市
社
会
福
祉
協
議
会
石
越
支
所（
阿
部
美み

登ど

利り

支
所
長
）で
は
２
月
３
日
、
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
修
を
石
越
公
民
館
で
開
催
。
各
行
政

区
か
ら
68
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
づ
く

り
を
通
じ
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
故ふ

る

郷さ
と
ま
ち
づ
く

り
ナ
イ
ン
・
タ
ウ
ン
事
務
局
長
の
伊
藤
寿と
し

郎ろ
う

氏

が
「
防
災
マ
ッ
プ
で
何
が
変
わ
る
の
か
」
と
題

し
て
講
義
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
地
区
ご
と
に

分
か
れ
、
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
。「
地
区
の
み

ん
な
で
実
際
に
町
を
歩
き
な
が
ら
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
防
災
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

石越

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
津
山
支
部（
西
條
正ま
さ

夫お

支

部
長
）で
は
２
月
13
日
、
津
山
地
区
少
年
少
女

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
津
山
若
者
総
合
体
育

館
で
開
催
。
小
学
生
56
人
が
参
加
し
、
み
ん
な

で
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
健

康
増
進
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
体
育
振
興
と

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
に
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
と
ユ
ニ
カ
ー
ル
の
２
種
目
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
と
同
じ
種
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

児
童
た
ち
は
す
ぐ
に
慣
れ
、
気
軽
に
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
面
白
さ
に
夢
中
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

▲ソフトバレーを楽しむ児童たち。みんなで気持ちの良い汗を流しました

津山

　

青
少
年
の
た
め
の
市
民
会
議
南
方
支
部（
永

倉
美み

希き

子こ

支
部
長
）で
は
２
月
７
日
、
本
年

で
20
回
目
と
な
る
「
青
少
年
健
全
育
成
南
方
の

つ
ど
い
」
を
、
南
方
公
民
館
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
地
区
住
民
や
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
約
１
５
０
人
が
参
加
。
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
体

験
活
動
へ
参
加
し
た
児
童
の
感
想
発
表
や
、
落

語
家
で
二
代
目
林
家
木き

久く

蔵ぞ
う

氏
の
「
笑
う
が
一

番
」
と
題
し
た
楽
し
い
お
話
と
落
語
が
あ
り
ま

し
た
。
林
家
氏
の
話
は
小
学
生
に
も
分
か
り
や

す
く
、
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
講
演
と
な
り
ま

し
た
。
地
域
の
交
流
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に

つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

▲林家氏の話に、会場は終始笑いに包まれました

南方

▲伊藤講師（右）の意見を聞き、熱心に防災マップづくりに取り組む参加者

福島第一原子力発電所事故に伴う市内放射線の測定結果
市では、市民の安全・安心を確保するため、学校や生活環境などで空間放射線の測定をしましたので、
その結果をお知らせします。

測定方法／地上1㍍（幼稚園・小学校：地上50㌢）　 測定機器：簡易測定器　 単位：マイクロシーベルト毎時（1時間当たりの放射線量）

※国の基本方針で示された、追加放射線量の長期的な目標は年間1ミリシーベルト。1時間当たりでは、地表から50㌢～1㍍の高さで、0.23マイクロシーベル  
トとなります。

市民生活部環境課（生活環境係） ☎ 0220 （58）5553

市では、福島第一原子力発電所の事故
に伴う放射線量の影響について、定期
的に空間放射線量を測定しています。
測定場所は市消防署および消防署出張
所や学校、教育施設などです。測定結
果は市ホームページに掲載するととも
に、市消防署および消防署出張所の測
定値を毎日メール配信サービスにて配
信しています。

【登 録 方 法】

【情　報　料】

【問い合わせ】

市ホームページから登録する方法と、携
帯電話から右記の登録用メールアドレス
を入力して登録する方法があります。
無料
※ただし、登録やメール受信時の通信料
　や回線使用料は本人の負担となります。
総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

登録用URL・
メールアドレス

■http://tomecity.mail-dpt.jp/（公開サイト）
■ tome@entry.mail-dpt.jp（仮登録用アドレス）

上記仮登録用アドレスを入力し、空メール
を送信してください。その後、仮登録完了
メールが送信されますので案内にしたがっ
て本登録してください。※右のQRコード
で携帯電話から読み取りもできます。

町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考 町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考

迫

森公民館 3月   9 日 雨 0.05

中田

諏訪公園 3月　4日 晴れ 0.06
佐沼小学校 3月 16日 晴れ 0.05 宝江ふれあいセンター 3月　4日 晴れ 0.07
佐沼幼稚園 3月 16日 晴れ 0.05 浅水ふれあいセンター 3月 11日 晴れ 0.07
佐沼中学校 3月 16日 晴れ 0.07 中田海洋センター 3月 11日 晴れ 0.05
東佐沼幼稚園 3月 16日 晴れ 0.06 石森ふれあいセンター 3月 11日 雪 0.07
北方小学校 3月 16日 晴れ 0.06 中田生涯学習センター 3月 11日 雪 0.08
北方幼稚園 3月 16日 晴れ 0.05 石ノ森章太郎ふるさと記念館 3月 11日 雪 0.08
新田小学校・新田中学校 3月 16日 晴れ 0.04 中田総合体育館 3月　4日 晴れ 0.07 室内
新田幼稚園 3月 16日 晴れ 0.06

豊里

豊里幼稚園 3月 12日 晴れ 0.06
歴史博物館 3月 16日 晴れ 0.05 豊里小・中学校 3月 12日 晴れ 0.07
迫公民館 3月 16日 晴れ 0.05 豊里公民館 3月　5日 晴れ 0.05
市民プール 3月 16日 晴れ 0.06 豊里運動公園 3月 12日 晴れ 0.06
視聴覚センター 3月 16日 晴れ 0.07 平筒沼農村文化自然学習館 3月   5 日 晴れ 0.06
光ヶ丘球場 3月 16日 晴れ 0.06

米山

米山東幼稚園 3月 13日 晴れ 0.06
梅ノ木グリーンパーク 3月 16日 晴れ 0.05 米山東小学校 3月 13日 晴れ 0.06
大東公園 3月　9日 雨 0.04 米岡小学校 3月 13日 晴れ 0.05
迫図書館 3月　9日 雨 0.06 米山中学校 3月 13日 晴れ 0.05
迫海洋センター 3月　9 日 雨 0.06 中津山小学校 3月 13日 晴れ 0.05
新田総合運動場 3月　9日 曇り 0.05 米山西幼稚園 3月 13日 晴れ 0.06
迫武道館 3月　9日 雨 0.04 善王寺コミュニティセンター 3月 13日 晴れ 0.05

登米

登米幼稚園 3月 17日 晴れ 0.05 吉田公民館 3月 13日 晴れ 0.08
登米小学校 3月 17日 晴れ 0.07 吉田運動場 3月 13日 晴れ 0.05
登米中学校 3月 17日 晴れ 0.06 米山公民館 3月　6日 晴れ 0.07
警察資料館 3月 17日 晴れ 0.07 米山海洋センター 3月　6日 晴れ 0.05
高倉勝子美術館 3月 17日 晴れ 0.05

石越

石越幼稚園 3月 11日 雪 0.06
登米総合運動公園 3月 17日 晴れ 0.09 石越小学校 3月 11日 雪 0.08
教育資料館 3月 10日 晴れ 0.07 石越中学校 3月 11日 雪 0.05
伝統芸能伝承館 3月 10日 晴れ 0.06 石越公民館 3月　4日 雨 0.07
登米総合体育館 3月 10日 晴れ 0.05 石越総合運動公園 3月　4日 雨 0.08
登米公民館 3月 10日 晴れ 0.05

南方

西郷幼稚園 3月 12日 晴れ 0.05

東和

米谷幼稚園 3月 17日 晴れ 0.07 西郷小学校 3月 12日 雪 0.05
米谷小学校 3月 17日 晴れ 0.06 東郷幼稚園 3月 12日 晴れ 0.05
米川小学校 3月 17日 晴れ 0.07 東郷小学校 3月 12日 晴れ 0.06
錦織小学校 3月 17日 晴れ 0.06 南方幼稚園 3月 12日 晴れ 0.06
東和中学校 3月 17日 晴れ 0.07 南方小学校 3月 12日 晴れ 0.07
米川公民館 3月 17日 晴れ 0.10 南方中学校 3月 12日 雪 0.05
東和国際交流センター 3月 17日 晴れ 0.11 南方中央運動広場 3月   5 日 晴れ 0.06
米谷公民館 3月 17日 晴れ 0.06 南方総合運動場 3月 12日 晴れ 0.06
東和総合運動公園 3月 10日 晴れ 0.06 南方武道伝承館 3月   5 日 晴れ 0.05
東和勤労青少年ホーム 3月 10日 晴れ 0.06 室内 西郷公民館 3月 12日 晴れ 0.06

中田

さくら幼稚園 3月 11日 雪 0.05 南方公民館 3月 12日 晴れ 0.05
中田幼稚園 3月 11日 晴れ 0.05 東郷公民館 3月 12日 晴れ 0.05
浅水小学校 3月 11日 曇り 0.07

津山

つやま幼稚園 3月　6日 晴れ 0.07
宝江小学校 3月 11日 晴れ 0.07 柳津小学校 3月　6日 晴れ 0.07
加賀野小学校 3月 11日 雪 0.06 横山小学校 3月　6日 晴れ 0.07
上沼小学校 3月 11日 雪 0.07 津山中学校 3月　6日 晴れ 0.07
石森小学校 3月 11日 雪 0.07 津山林業総合センター 3月　6日 晴れ 0.07 室内
中田中学校 3月 11日 雪 0.07 津山運動広場 3月　6日 晴れ 0.07
中田球場 3月　4日 晴れ 0.05 津山河川運動場 3月　6日 晴れ 0.06
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夢
は
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
に
な
る
こ
と

運
動
の
楽
し
さ
を
教
え
た
い

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
に
な
り
た

い
」
と
元
気
に
話
す
智
乃
さ
ん
。
運

動
が
好
き
で
、
小
学
６
年
の
と
き
に

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
バ
レ
ー
を
始
め
、

現
在
も
中
学
校
の
バ
レ
ー
部
に
所
属

し
て
い
ま
す
。

　

小
学
６
年
生
の
頃
、
テ
レ
ビ
で
バ

レ
ー
の
試
合
を
見
て
い
た
と
き
に
、

選
手
に
指
示
を
出
し
、
チ
ー
ム
を
ま

と
め
る
監
督
の
姿
に
「
自
分
も
選
手

を
育
て
、
引
っ
張
っ
て
い
け
る
人
に

な
り
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。
種
目

は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
も
の
の
、
幅

広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
指
導
で
き
る
人
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
礼
儀
や
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
も
教
え
ら
れ
る
指

導
者
に
な
り
た
い
」
と
い
う
智
乃
さ

ん
。
夢
を
叶
え
る
た
め
、
運
動
も
勉

強
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
と
わ
た
し
の
夢 D

ream

●

さん（津山中・２年）
（津山町横山３区・由宗さん方）

くん（１歳）
平成25年5月9日生まれ
豊里町・西二ツ屋
一弘さんの次男

　お兄ちゃんの奨
そう

くんが大
好きな由吉くん。家の中に
あるジャングルジムなどで
遊んでいます。歌も好きで、
家族に保育園で覚えた歌を
披露しています。

くん（3歳）
平成23年７月11日生まれ
石越町・第三
和浩さんの長男

　恐竜や昆虫が大好きで、
図鑑を持っています。「ガ
オー」とティラノサウルス
の物まねが得意です。図鑑
を広げ、いろいろな恐竜を
教えてくれました。

ちゃん（２歳）
平成24年5月14日生まれ
中田町・新町
達世さんの長女

　写真を撮るのが好きなつ
ぐ美ちゃん。お母さんの携
帯電話を使って、自分の写
真を撮っています。ご飯の
ときは、家族みんなの箸を
準備してくれるそうです。

くん（２歳）
平成24年12月７日生まれ
米山町・貝待井
忠幸さんの次男

　バナナと納豆ご飯が大好
きな蒼空くん。お兄ちゃん
の莉

り

来
く

くんとボール遊びを
しています。乗り物が好き
で、お父さんが運転する
ショベルカーに乗りました。

わが家のアイドル Kid’s

さん（22 歳）
（南方町苔野谷地上・さそり座）

まちの若い衆 Young man ●バイクツーリングしながら
東北の温泉地を制覇したい

　

１
７
０
㌢
で
Ａ
型

で
す
。

　

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組

合
に
入
社
し
、
２
年
目
で
す
。
勤
務
場

所
は
、
南
方
支
店
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

で
、
畜
産
課
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
子

牛
を
担
当
し
て
い
て
、
出
荷
の
立
ち
合

い
や
個
体
を
識
別
す
る
耳
標
の
管
理
業

務
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
先
輩

た
ち
は
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を

考
え
て
い
る
の
で
、
私
も
見
習
っ
て
い

ま
す
。

　

明
る
い
性
格
で
す
。

ド
ラ
イ
ブ
や
洋
服
を
買
い

に
出
掛
け
ま
す
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
や
音
楽
鑑
賞

で
す
。
フ
ッ
ト
サ
ル
は
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
先
輩
に
誘
わ
れ
始
め
ま
し

た
。
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
サ
ッ
カ
ー

を
し
て
い
た
の
で
、
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は

千
回
位
で
き
ま
す
ね
。
音
楽
は
、
Ｈ
Ｉ

Ｐ 

Ｈ
Ｏ
Ｐ
や
Ｒ
＆
Ｂ
が
好
き
で
す
。

優
し
く
て
料
理
が

う
ま
く
、
笑
顔
が
す
て
き
な
人
で
す
。

26
歳
ま
で
に
は
結
婚
し
た
い
で
す
ね
。

　

温
泉
が
好

き
な
の
で
、
東
北
６
県
の
温
泉
を
制
覇

し
た
い
で
す
。
大
型
バ
イ
ク
の
免
許
を

取
っ
て
、
友
達
と
ツ
ー
リ
ン
グ
し
な
が

ら
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

119

119

2015.4.1

●
５
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
４
月
８
日
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て

掲
載
し
ま
す
。

応
募
総
数
22
作
品



27 262015.4.1

ま
た
は
建
設
部
住
宅
都
市
整
備
課

（
市
役
所
中
田
庁
舎
２
階
）

4
月
14
日（
火
）

※
期
限
厳
守

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課（
住
宅
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

倍
以
上
で
あ
る
こ
と

❶

定
住
促
進
住
宅
入
居
申
込
書（
住

宅
都
市
整
備
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
）
❷
住
民
票（
入

居
予
定
者
全
員
分
）
❸
収
入
の
あ

る
人
全
員
分
の
所
得
を
証
明
す
る

書
類（
市
町
村
の
発
行
す
る
所
得

証
明
書
、
ま
た
は
源
泉
徴
収
票
の

写
し
、
雇
い
主
の
発
行
す
る
雇
用

証
明
書
の
い
ず
れ
か
直
近
の
も
の

１
通
）
❹
納
税
を
証
明
す
る
書
類

（
市
町
村
が
発
行
す
る
前
年
の
納

税
証
明
書
、
も
し
く
は
非
課
税
証

明
書
）

平
成
27
年
１
月
か
ら
、

東
和
定
住
促
進
住
宅
、
豊
里
定
住

促
進
住
宅
の
２
カ
所
は
随
時
募
集

に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。
入
居
希

望
者
は
住
宅
都
市
整
備
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
総
合
支
所
市
民
課

迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220-22-2111

登米町寺池目子待井381番地１
☎0220-52-5051

東和町米川字六反55番地１
☎0220-53-4111

中田町上沼字西桜場18番地
☎ 0220-34-2311

豊里町小口前80番地
☎ 0225-76-4111

米山町西野字的場181番地
☎ 0220-55-2111

石越町南郷字愛宕81番地
☎ 0228-34-2111

南方町新高石浦130番地
☎ 0220-58-2111

津山町柳津字本町218番地
☎ 0225-68-3111

　

家
賃
月
額
／
１
万
３
２
０
０
円

〜
１
万
９
６
０
０
円

▼
津
山
平
形
住
宅
２
―
３
、２
―

５
号（
津
山
町
柳
津
字
平
形
75

番
地
１
）

　

募
集
戸
数
／
２
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
４
１
０
０
円

　

〜
２
万
１
千
円

　

駐
車
場
／
１
台
あ
り

住
宅
に
困
っ
て
い
る

世
帯（
各
住
宅
に
重
複
し
て
申
し

込
み
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

❶
入
居
収
入
基
準

が
15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い

る
世
帯
、
身
体
障
が
い
者
、
60
歳

以
上
は
21
万
４
千
円
以
下
）。
※

収
入
基
準
の
算
出
は
、
入
居
予
定

者
の
合
計
所
得
か
ら
世
帯
主
以
外

の
入
居
予
定
者
一
人
に
つ
き
38
万

円
を
控
除
し
、
12
カ
月
で
割
っ
た

金
額
❷
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ

と（
婚
姻
予
定
も
可
）。
※
原
則
と

し
て
単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
60
歳
以
上（
特
例
と
し
て

▼
豊
里
上
屋
浦
住
宅
１
―
５
号

（
豊
里
町
上
屋
浦
２
１
３
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
１
９
０
０
円

〜
２
万
１
５
０
０
円

▼
米
山
清
水
第
一
住
宅
２
―
26
号

（
米
山
町
中
津
山
字
清
水
32
―

２
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
５
８
０
０
円

〜
２
万
３
６
０
０
円

　

駐
車
場
／
１
台
あ
り

▼
米
山
西
野
第
二
住
宅
１
―
２
号

（
米
山
町
西
野
字
見
通
70
―
１
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
７
１
０
０
円

〜
２
万
５
５
０
０
円

▼
石
越
駅
前
第
二
住
宅
12
号

（
石
越
町
南
郷
字
小
谷
地
前

１
２
６
番
地
１
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
Ｋ
）

ちゃん
（豊里町加々巻・勇さん）

くん
（豊里町浦軒・三奈さん）

くん
（豊里町下町・誠さん）

くん
（津山町本町四丁目・はるみさん）

ちゃん
（豊里町横町・恵一さん）

※（　　）内には申し出があった保護者
の名前を掲載しています。

◉

日時／ 3月 13日（金）～ 4月 30
　　　　 日（木） 10:00 ～ 17:00　
　　　　（4月 30日は正午まで）
　会場／レストラン「蓮房」
　入場料／無料
◉

日時／4月 14日（火）～17日（金）
　　　　 19:30 ～ 21:00　
　会場／大ホール　※要申し込み
　参加料／1,000 円（高校生無料）
◉

日時／4月 25日（土）～5月 5日
　　　　（火・祝） ❶ 9:00❷ 11:00
　　　　❸ 13:30 ❹ 15:30
　　　　各1時間 30分
　　　　 （５月５日は❸まで）
   会場／大ホール　※要申し込み　
　参加料／無料

登米祝祭劇場
　☎ 0220 (22) 0111　

ちゃん
（豊里町仲町・昇さん）

ちゃん
（豊里町保手・信一さん）

くん
（津山町横山10区・哲也さん）

くん
（津山町本町四丁目・武治さん）

くん
（豊里町下町・昭好さん）

ちゃん
（豊里町新町・崇さん）

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
50
歳

以
上
も
可
）、
身
体
障
が
い
者（
１

〜
４
級
）、
精
神
・
知
的
障
が
い

者
は
単
身
入
居
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
❸
入
居
者
全
員

に
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
❹
現

在
、
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

人
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
❺
申

込
者
ま
た
は
同
居
予
定
者
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

▼
中
田
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

2
0
3
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
２
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
４
５
０
０
円

　

駐
車
場
／
市
管
理
の
駐
車
場
は

　

あ
り
ま
せ
ん

❶
市
内
に
定
住
を

希
望
し
、
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
❷
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
❸
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

❹
年
収（
賞
与
お
よ
び
利
子
所
得

な
ど
で
継
続
的
な
収
入
を
含
む
）

の
12
分
の
１
の
額
が
、
家
賃
の
３

❶

❷

　

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
な
ど
が

気
楽
に
集
ま
る
場
「
ホ
ッ
と
サ
ロ

ン
と
め
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
茶
や
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
生

活
の
工
夫
な
ど
を
語
り
合
え
ま

す
。
情
報
交
換
や
交
流
を
通
じ
て

悩
み
や
不
安
を
解
消
、
明
る
く
前

向
き
に
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
機

会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

時
間
内
の
入
退
室
は
自
由
で
す

の
で
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

（
迫
町
佐
沼
字
西
佐
沼
70
番
地
）

４
月
11
日（
土
）、
５

月
11
日（
月
）、
６
月
８
日（
月
）、

７
月
13
日（
月
）、８
月
10
日（
月
）、

９
月
14
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

１
０
０
円（
お
茶
代
）

市
民
病
院
地
域

医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　

タ
オ
ル
帽
子

は
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル
１
枚
で
で

き
、
ど
な
た
で

も
簡
単
に
作
れ

ま
す
。「
岩
手

ホ
ス
ピ
ス
の
会

」
が
、
抗
が
ん
剤
治
療
で
脱
毛
し

た
人
の
た
め
に
考
え
た
も
の
で
、

こ
の
会
の
指
導
の
下
で
製
作
し
て

い
ま
す
。
脱
毛
し
た
人
や
ご
家

族
、
大
切
な
誰
か
の
た
め
に
一
緒

に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
病
院　

地
域
医
療

連
携
セ
ン
タ
ー（
２
階
）が
ん
相
談

支
援
室

４
月
９
日（
木
）、
５

月
14
日（
木
）、
６
月
11
日（
木
）、

７
月
９
日（
木
）、８
月
27
日（
木
）、

９
月
10
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら（
２

時
間
程
度
）千

円（
型
紙
代
な
ど
）

市
民
病
院
地
域

医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　

市
歴
史
博
物
館
で
は
、
市
制
10

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
企
画
展

「
登
米
伊
達
文
庫　

美
と
潤
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
登
米
伊
達
家
に

伝
わ
る
主
に
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
の
調
度
品
、
衣
裳
、
美
術
工

芸
品
を
展
示
し
ま
す
。

４
月
18
日（
土
）〜

５
月
31
日（
日
）市

歴
史
博
物
館
（
企

画
展
示
室
）

【

「
伊
達
八
百
年
の
歴
史

絵
巻
」／
講
師
＝
伊
達
宗む

ね

弘ひ
ろ

氏（
仙

台
大
学
客
員
教
授
）
／
５
月
３
日

（
日
・
祝
）
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
／
旧
亘
理
邸（
博
物
館
敷

地
内
）
／
参
加
費
無
料

無
料

市
歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

☎
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額
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▼
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
３

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

災害時安定供給施設

中田図書室／☎0220（34）8081

くらしを楽しむ庭木の本
講談社／編

定番庭木や人気庭木につい
て、栽培する上での条件、植
える場所などを解説。

どうしてトウモロコシ
にはひげがあるの？
藤田智／著

トマトの色は何で決まる？
レンコンの穴は何のため？
野菜の不思議を楽しく解
説。

きずなを結ぶ
震災学習列車
堀米薫／文

奇跡の復旧を遂げた三陸
鉄道のもうひとつの挑戦、
「震災学習列車」がつなぐ
人々の絆を紹介。

たまごさんが
ころんだ！
戸田和代／作

理想の卵料理を目指し
て旅に出た卵。だるまさ
んから教わった「おまじ
ない」とは。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

白頭の人
富樫倫太郎／著

石田三成と共に羽柴秀吉
に仕えた大谷吉継。不治
の病に侵された悲運の武
将の生涯。

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、携
帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電話、
PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８
時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）。
　☎ 0229 (24) 2267
◉ 5月の休日急患当番医・
歯科休日当番医は「広報と
め」5月号（4月21日発行）
に掲載

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

う
ち
、
現
金
で
納
付
し
て
い
る
人

に
は
、
４
月
に
年
間
の
納
付
書
が

入
っ
た
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
各

月
の
保
険
料
は
納
付
期
限（
翌
月

末
日
）
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
一
部
免
除
に
該
当
し
て
い
る
人

は
承
認
期
間
が
６
月
な
の
で
、
４

月
に
４
〜
６
月
分
の
納
付
書
が
送

付
さ
れ
、
７
月
に
７
月
以
降
の
定

その損の9割は
避けられる
大江英樹／著

「損を避けたい」と思う心がさ
らなる損を生む。そうならな
いための対策を紹介します。

　

年
金
の
請
求
手
続
き
、
支
払
い

内
容
、
加
入
状
況
な
ど
、
年
金
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
で
す
。
相

談
日
の
前
日
ま
で
に
ご
予
約
願
い

ま
す
。

※
予
約
の
際
に
、「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」
な
ど
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
23
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

図
書
室
）

古
川
年
金
事
務
所 （
お
客
様
相
談

室
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
４

　

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。４

月
30
日（
木
）午
後
８

時
ま
で

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
）

収
納
対
策
課

総
務
部
収
納
対

策
課（
徴
収
対
策
係
）　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

▶

▶

☎

　

平
成
27
年
度
固
定
資
産
価
格
等

縦
覧
帳
簿
が
次
の
通
り
縦
覧
で
き

ま
す
。
縦
覧
制
度
は
、
納
税
者
が

自
分
の
固
定
資
産
の
価
格
が
適
正

か
判
断
す
る
た
め
に
、
土
地
ま
た

は
家
屋
の
価
格
を
縦
覧
帳
簿
で
確

認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

市
税
な
ど
を
納
付
し
た
後
に
税

額（
保
険
料
）が
減
額
に
な
っ
た
と

き
や
、
誤
っ
て
二
重
に
納
付
し
て

し
ま
っ
た
時
な
ど
は
、
納
め
過
ぎ

た
市
税
な
ど
を
返
金（
還
付
）し
ま

す（
納
期
限
後
に
未
納
と
な
っ
て

い
る
市
税
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

未
納
分
に
充
て
残
額
を
還
付
）。

　

平
成
27
年
度
還
付
分
か
ら
、
口

座
振
替
を
し
て
い
る
場
合
は
還
付

通
知
書
の
み
を
発
送
し
、
そ
の
振

替
口
座
に
還
付
金
を
返
金
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
は
、
市
か
ら
送
付

す
る
還
付
請
求
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
返
送
し
て
い
た
だ
い
た

後
、
本
人
か
ら
指
定
さ
れ
た
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
の
納
税
だ
と
還
付

の
場
合
も
便
利
で
す
。
口
座
振
替

　
「
広
報
と
め
１
月
１
日
号
」
で

軽
自
動
車
税
の
税
率
変
更
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
新
税
率
適
用

時
期
が
見
直
さ
れ
、
原
動
機
付
自

転
車
、
二
輪
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
の
税
率
の

適
用
開
始
が
１
年
間
延

期
さ
れ
ま
す
。

　

税
率
変
更
は
、
平
成
28
年
度
以

後
に
な
る
見
込
み
で
す
。
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、「
広
報
と
め
」
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
申
し
込
み
は
、通
帳
、印
鑑（
通

帳
の
印
鑑
）、
納
税
通
知
書
を
持

参
し
、
市
内
の
金
融
機
関
な
ど
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

総
務
部
収
納
対

策
課（
納
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

４
月
１
日（
水
）〜
６
月

１
日（
月
）

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分各

総
合
支
所
市
民
課

固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）の
納
税
者

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３　

◉

☎

総
務
部
税
務
課

（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

個
々
の
労
働
者

と
事
業
主
と
の
間

の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

を
労
働
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

労
働
問
題
で
お
困
り
の
場
合
は
、

次
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
宮
城
労
働
局
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー（
宮
城
労
働
局
総
務
部

企
画
室
内
）

☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
３
４

▼
瀬
峰
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
瀬
峰
労
働
基
準
監
督
署
内
）

☎
０
２
２
８（
３
８
）３
１
３
１
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祝
日
、
そ
の
他
指
定
日
は
休
講
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
変
動
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）

無
料（
テ
キ
ス
ト
代

８
８
７
８
円
、
資
格
試
験
を
受
験

す
る
場
合
は
受
験
料
が
別
途
必

要
）

４
月
13
日（
月
）

◉

パ
ソ
コ
ン
操
作
や
Ｉ
Ｔ

ス
キ
ル
の
習
得
、
就
職
能
力
の
向

上
を
目
指
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
習
得
し
ま
す
。５

月
25
日（
月
）〜

８
月
24
日（
月
）
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
50
分（
土
・
日
曜
、
祝
日
、

そ
の
他
指
定
日
は
休
講
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
変
動
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）無

料（
テ
キ
ス
ト
代

９
５
０
４
円
、
資
格
試
験
を
受
験

　　

❶

▶

▶

▶

❷

▶

▶
▶

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（平成27年 2月末現在）

地区 世帯数
人口

男 女 計

迫 7,543 10,307 10,996 21,303

登米 1,816 2,414 2,658 5,072

東和 2,445 3,386 3,513 6,899

中田 4,900 7,761 8,220 15,981

豊里 2,135 3,367 3,477 6,844

米山 2,859 4,745 4,976 9,721

石越 1,615 2,585 2,669 5,254

南方 2,621 4,315 4,587 8,902

津山 1,222 1,729 1,889 3,618

合計 27,156 40,609 42,985 83,594
※平成24年7月9日から外国人住民も住民基本台帳
制度の対象になったため、上記人口・世帯数に
含まれています。

（平成27年2月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H27 H26 増減数

人身事故
発生件数 42件 72件 ▲30件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 66人 92人 ▲26人

物損事故
発生件数 271件 391件 ▲120件

※平成27年１月からの延べ件数

○出会い頭の交通事故が多発しています。見通しの
良い交差点でも安全な速度で進行しましょう。

○自転車の関係する交通事故が増加しています。自
転車も交通ルールを守りましょう。
○当て逃げ事故が続発しています。交通事故を起
こした際は、その場から必ず110番通報しましょ
う。

　

次
の
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き

る
よ
う
勉
強
し
ま
す（
日
本
人
ス

タ
ッ
フ
が
ア
シ
ス
ト
し
ま
す
）。

◉

４
月
３
日
〜
平
成
28
年

３
月
25
日
の
毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

迫
公
民
館（
１
階
研
修
室
）

市
内
在
住
の
外
国
人

❸

▶

▶

▶

▶ ☎
▶ ☎

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ

り
、
一
定
の
要
件（
車
の
所
有
状

況
、
使
用
目
的
、
障
害
等
級
な
ど
）

に
該
当
す
る
場
合
に
、
自
動
車
税

　

市
で
は
、
市
内
企
業
と
大
学
な

ど
学
術
機
関
が
連
携
し
た
製
品
開

発
や
技
術
開
発
に
対
し
て
支
援
し

ま
す
。

市
内
の
中
小
企

業
や
小
規
模
事
業
者（
た
だ
し
、

大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
官
・
民

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
の
連
携
が
要

件
と
な
り
ま
す
）

市
内
企
業
が

大
学
な
ど
学
術
機
関
と
連
携
し
て

行
う
先
進
的
、
実
験
的
な
市
内
企

業
の
製
品
開
発
、
技
術
開
発
、
調

査
研
究
・
交
流
活
動
。
具
体
的
に

は
❶
事
業
実
施
に
必
要
と
な
る
設

備
な
ど
の
リ
ー
ス
、
レ
ン
タ
ル
、

購
入
な
ど
に
必
要
な
経
費
❷
事
業

実
施
に
必
要
と
な
る
原
材
料
、
消

耗
品
、
消
耗
機
材
な
ど
の
経
費
❸

各
種
調
査
、
打
ち
合
わ
せ
実
施
の

た
め
の
経
費
、
宿
泊
費
❹
学
術
機

関
へ
の
謝
金
、
分
析
経
費
―
―
な

ど

▼
下

請
け
製
造
や
仕
入
れ
販
売
だ
け
を

行
っ
て
き
た
企
業
が
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
製
品
の
開
発
や
研
究
開
発
に
も

活
動
領
域
を
拡
大
さ
せ
る
ケ
ー
ス

▼
機
能
性
食
品
、
加
工
食
品
の
開

発
―
―
な
ど

上
限
５
０
０
万

円
、
補
助
率
３
分
の
２（
学
術
機

関
の
活
動
に
係
る
旅
費
、
謝
金
、

借
上
料
は
10
分
の
10
定
額
）

４
月
１
日（
水
）〜

４
月
30
日（
木
）

産
業
経
済
部
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
室

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

◉

簿
記
の
理
論
や
各
種
帳

簿
の
記
帳
、
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
、
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
経
理

デ
ー
タ
の
整
理
や
分
析
、
ワ
ー
ド

で
の
対
外
文
書
作
成
な
ど
を
習
得

し
ま
す
。　

５
月
12
日（
火
）〜

９
月
11
日（
金
）
午
前
９
時
10
分

〜
午
後
３
時
50
分（
土
・
日
曜
、

す
る
場
合
は
受
験
料
が
別
途
必

要
）

４
月
27
日（
月
）

雇
用
保
険
を
受
給
で
き

な
い
求
職
者
な
ど（
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
場
合
は
職
業
訓
練
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
）

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
佐
沼
教
室

各
15
人（
応
募
者
が
少
な

い
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

原
則
と
し
て
、

住
所
地
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
で

職
業
相
談
を
受
け
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
確
認
を
受
け
た
「
受
講
申
込

書
」
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
佐
沼
教
室　

〒
９
８
７

―
０
５
１
１　

登
米
市
迫
町
佐
沼

字
中
江
一
丁
目
９
番
地
１

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
２
８
５

　

東
北
財
務
局
で
は
、
借
金
返
済

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
専
門
相
談
員
が
問
題
の
解
決

に
向
け
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
、

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継
い
で

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
ま
ず
は
電
話
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

借
金
返
済
で
悩
ん
で
い

る
人（
自
営
業
者
を
含
む
）

月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時（
原
則
）

東
北
財
務
局
金

融
監
督
第
三
課（
多
重
債
務
相
談

窓
口
）　

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３

年
間
３
千
円

随
時
受
け
付
け
ま

す
。

◉

５
月
27
日
〜
７
月
15
日

の
毎
週
水
曜
日（
全
８
回
）

午
後
７
時
〜
８
時
15
分

市
内
在
住
者

迫
公
民
館（
１
階
研
修
室
）

千
円（
全
８
回
分
）

５
月
１
日（
金
）か
ら

随
時
受
け
付
け
ま
す
。登米

市
国
際
交

流
協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

（
月
・
水
・
金
）

☎
０
９
０（
２
３
６
０
）８
４
２
０

（
佐
々
木
）

死tifa-kokusai@
coda.ocn.

ne.jp　

の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
減
免
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
継
続
申
請
の
ハ
ガ
キ

が
４
月
下
旬
ま
で
郵
送
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
平
成
26
年
度
ま
で

減
免
対
象
と
な
っ
て
い
た
自
動
車

を
買
い
換
え
た
場
合
な
ど
に
は
郵

送
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
新

規
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

４
月
１
日（
水
）〜

５
月
25
日（
月
）県

東
部
県
税
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所県

東
部
県
税
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
３

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
県
総

務
部
税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
/pref.m

iyagi.
jp
/
s
o
s
h
ik
i/
z
e
im
u
/

shinsyogenm
en.htm

l　
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全
国
防
具
付
空
手
道
選
手
権

組
手
・
小
学
５
年
生
の
部
で
優
勝

東和町・錦織４区

及川 倖太郎君
おいかわ　こうたろう

平成15年生まれ　血液型／Ｏ型

　第52回全国防具付空手道選手権大会が
昨年９月27日に東京武道館で開催。組手・
小学５年生男子の部に出場した錦織小の及
川倖太郎君が、優勝しました。及川君が空
手を始めたのは保育園の頃。母に勧められ
たのがきっかけでした。大会で入賞するよ
うになったのは、平成25年11月に出場
した第33回全東北・北海道防具付空手道
選手権大会から。優勝候補の選手に勝てた
ことで自信が付いたそうです。試合後は、
録画したビデオで研究するほど、強くなる
ための努力を惜しみません。「心をもっと
強くしたい」と語る及川君。さらなる高み
を目指して練習に励んでいます。

第52回全国防具付空手道選手権大会で優勝し、表彰状
と楯を手にする及川君。今後の活躍が楽しみです

▲

３
月
７
、８
の
両
日
開
か
れ
た
市
民
劇
場

「
夢
フ
ェ
ス
タ
」。
17
回
目
と
な
る
今
回
の

テ
ー
マ
は
、本
市
中
田
町
上
沼
（
旧
桜
場
村
）

出
身
で
「
近
代
医
学
の
祖
の
一
人
」
と
た
た

え
ら
れ
た
「
石
川
桜お

う

所し
ょ

」
の
物
語
で
し
た
。

今月の表紙編
集
室
か
ら

▼
４
月
は
入
学
・
入
社
の
季
節
。
本
市
役

所
に
も
何
人
か
の
若
者
が
入
庁
し
ま
す
。

中
に
は
、
私
の
娘
・
息
子
と
同
世
代
で
子

ど
も
時
代
を
知
る
人
も
。親
世
代
と
し
て
、

子
ど
も
世
代
に
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
る
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
自

分
自
身
に
問
い
直
し
て
い
ま
す
。（
遠
藤
）

▼
広
報
と
め
は
新
年
度
か
ら
紙
面
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
月
１
回
発
行
と
な
り
ま

す
。
先
月
、
最
後
の
広
報
と
め
21
日
号
を

発
行
し
ま
し
た
。
少
し
寂
し
い
気
も
し
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

広
報
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
佐
藤
）

▼
広
報
の
担
当
と
な
り
、
１
年
が
経
過
。

取
材
の
と
き
に
は
、
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
思

う
よ
う
な
写
真
が
撮
れ
ず
、
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
写
真
は

人
生
の
一
瞬
を
記
録
す
る
大
切
な
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。（
田
代
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/
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